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	第４節　空家等対策の基本的な方針
	１．基本的な方針
	◆ 空き家を“つくらない”
	（個人財産の所有者責任を前提とした総合的かつ計画的な空き家対策の推進）
	◆ 管理が不十分な空き家を“つくらせない”
	（空き家の状況に応じた的確な対応ができる環境の整備）
	◆ 空き家や跡地を“つかう”
	（多様な主体による連携体制の整備）

	２．空家等対策の方向性
	３．空家等対策の流れ
	４．空家等対策の目標


